
【資料】

指導計画（全２０時間）

題材名 「オリジナルロボットでロボコンに挑戦しよう」

指 ロボットの設計・製作を通して、エネルギー 評 ＜学習への関心・意欲・態度＞ロボットの動く仕組みや電気

導 の変換方法や力の伝達の仕組み、電気回路の配 価 回路に興味をもち、効率よく仕事ができるロボットの設計・

目 線など基礎的な知識や技能を習得するとともに 規 製作に粘り強く取り組もうとしている。

標 問題解決能力を高め、進んで生活を工夫し創造 準 ＜課題を設定し追求する能力＞目的に対して効率よく仕事が

する能力と実践的な態度を育てる。 できるロボットを作るための課題を意識して、工夫しながら

安全に作業ができる。

段 時 評 価 規 準
階 間 指導内容 学習活動 指導上の留意点

おおむね満足できる 十分満足できる

基 ４ ・ロボットづく ・県のロボットコン ・学習全体が課題解決学習 （関）自分のロボッ （関）自分のロボッ

礎 りへの意欲を高 テストに参加するこ で進むことを知らせるとと トへの抱負をもって トへの複数の抱負を

的 める。 とを知り、前年のＶ もに、目安となる年間のス いる 【ﾜｰｸｼｰﾄ】 もっている。。

な ・ロボットを製 ＴＲを視聴する。 ケジュールを提示する。 （関）動く仕組みや （関）動く仕組みや

知 作するための、 ・サンプルロボット ・以前のロボットコンテス 電気回路に関心を持 電気回路に関心を持

識 基礎的な知識や を製作しながら、基 トなどのＶＴＲを視聴し、 ち、説明図通りに作 ち、製作しながら自

・ 技能を身につけ 礎的な動く仕組みや ロボットコンテストのイメ ろうとしている。 分のロボットに活用

技 る 電気回路等を理解す ージをつかませる。 【観察・自己評価】 できないか考えよう

能 る。 ・サンプルロボットでは理 としている。

の 解が不足する部分につい （追）動く仕組みや （追）動く仕組みや

習 て、リンクやカムの平面模 電気回路を、適切な 電気回路を、適切な

得 型を使って指導する。 工具を用いて製作で 工具を用いて、正確

きる 観察・作品 に製作できる。。【 】

ロ ５ ・自らの課題と ・各部門のルールを ・平面リンク模型を製作さ （関）リンク模型や （関）リンク模型や

ボ なる参加部門を 基に、自分が参加す せ、目的の動きを実現する 見本ロボットを使い 見本ロボットの他

ッ 決め、課題に応 る部門を決め、ロボ ための仕組みを考えさせ ながら、目的の動き に、身の回りのもの

ト じたロボットを ットを構想する。 る。 を実現しようとして から目的の動きのヒ

の 設計できる。 ・リンク模型や見本 ・見本ロボットを参考にさ いる。 ントを見つけようと

発 ロボットを参考にロ せて、自分が意図する動き 【観察・自己評価】 している。

想 ボットの仕組みを検 を実現するのに活用できな （追）自分のロボッ （追）ルールを深く

と 討する いか検討させる。 トで実現したい動く 検討し、効率的な動

設 ・課題解決のための ・実現できない動く仕組み 仕組みを発想でき く仕組みを発想でき

計 計画を立てる。 について、工業高校の生徒 る 【観察・模型】 る。。

・工業高校を訪問し や先生からアドバイスをも （追）製作計画を立 （追）自分のロボッ

て、設計・製作上の らいながら検討する。 てることができる トに必要な材料や仕

留意点を知り、高校 ・設計上の課題や疑問点の 【ﾜｰｸｼｰﾄ】 組みをもとに、具体

のロボットを見学す 解決のために 掲示板 的な製作計画を立てweb

る。 も積極的に利用させる。 ることができる。

（関）高校との交流 （関）高校との交流

を活用しながらロボ を自分から積極的に

ットを設計しようと もち、設計に生かそ

している。 うとしている。

【観察・自己評価】



段 時 評 価 規 準
階 間 指導内容 学習活動 指導上の留意点

おおむね満足できる 十分満足できる

製 ・ロボットを製 ・適切な材料と工具 ・作業計画にしたがって、 （関）グループ毎に （関）目当てをもっ10

作 作し、必要に応 を選択しながらロボ 毎時間目当てをもって製作 話し合い、目当てを て製作し、作業の報

と じて改良でき ットを製作する。 に取り組ませる。 もって製作しようと 告もグループで行

改 る。 ・動作不良部分や、 ・ロボットを製作していく している。 い、次時の目当てに

良 さらに効率を高める 過程で問題が起こった場合 【観察・自己評価】 生かそうとしてい

ための改良を行う。 は、自己評価カードに原因 る。

・高校との 掲 や解決案を記入させ、必要 （追）適切な材料と （追）適切な材料とweb

示板を用いて、疑問 に応じて助言を与える。 工具を選択し、ロボ 工具を選択し、グル

点や改善の方法を聞 ・ 掲示板を通じて高校 ットが製作できる。 ープで分担して効率web

く に質問させ課題解決の参考 【観察・作品】 的にロボットが製作

にさせる。 できる。

・ロボコン練習会の結果や （追）自分のロボッ （追）自分のロボッ

他校の取り組みを参考にさ トの問題点を説明で トの問題点と、具体

せ、自分のロボットの問題 きる。 的な改良方法を説明

点を再検討させ調整・改良 【観察・自己評価】 できる。

を行わせる。 （関）他校のロボッ （関）他校のロボッ

トを観察し、よい点 トを観察し、自分の

を探そうとしてい ロボットに生かせる

る。 点を探そうとしてい

【観察・自己評価】 る。

（追）ロボットを改 （追）ロボットを工

良し、各部門の課題 夫して改良し、各部

を達成できる。 門の課題を効率的に

【作品・大会結果】 達成できる。

反 １ ・学習を振り返 ・学習後のアンケー ・アンケートは、学習活動 （関）自らの学習を （関）学習を通した

省 り、自らの取り トに答えながら、自 全体を振り返り、学んだこ 反省し、正しく評価 自己の変容に気づ

と 組みを反省・評 身の取り組みを評価 と、成長したこと、感想な しようとしている。 き、正しく評価しよ

評 価できる。 する。 どをまとめ、自己の変容に 【自己評価】 うとしている。

価 ・高校を訪問して、 ついて気付くことができる

完成したロボットを よう配慮する。

見てもらい、評価と ・互いに自己評価を発表さ

さらなる改善点を助 せ合い、互いの工夫や努力

言してもらう。 を認め合わせる。


